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国
鉄
当
局
は
、
三
月
二
十
日
か
ら
募
集
を
開
始
し
た
広
域
配
転
希
望
者
が
、
一
ニ
月
三
十
一
日

段
階
で
千
名
を
突
破
し
た
と
発
表
、
近
々
に
も
各
地
区
へ
要
員
を
送
h
y
と
み
、
「
分
割
・
民
営

-
化
」
の
既
成
事
実
づ
〈
・
9
を
推
し
進
め
る
と
と
も
に
、
動
労
革
マ
ル
の
さ
ら
な
る
全
面
協
力
の

も
と
、
第
一
陣
・
三
四

O
O名
の
「
目
標
達
成
」
|
差
別
・
選
別
1

国
鉄
労
働
運
動
の
分
断
・

解
体
へ
と
、
大
き
く
ふ
み
出
し
て
来
た
。
断
じ
て
許
す
な
/

九
九
%
が
動
労

と
そ
の
同
調
者

「
本
部
」

革
マ
ル

当
局
の
発
表

K
よ
れ
ば
、
応
募
者
は
、
北
海

道
八
三
七
人
、
九
州
一
六
七
人
の
総
計
一

O
O四

人
で
、
希
望
先
は
、
東
京
八
四
一
人
、
名
古
屋

八
人
、
大
阪
一
五
五
人
と
圧
倒
的

K
東
京
地
区

が
多
く
、
組
合
側
は
、
動
労
「
本
部
」
が
九
百

二
十
人
、
国
労
七
二
人
、
鉄
労
三
人
、
他
九
人
。

系
統
別
で
は
運
転
が
九
二
九
人
と
圧
倒
的
で
、

ほ
ほ
一

O
O
M初
動
労
「
本
部
」
で
占
ら
れ
て
い

る
o
自
か
ら
が
生
き
残
る
た
め

K
は
、
当
局

K
魂

を
う
り
わ
た
し
、
他
の
労
働
者
を
け
な
と
し
て

も
よ
い
と
い
う
、
卑
劣
念
姿
が
あ
・
9
あ
り
だ
o

と
ん
な
輩
を
許
ぜ
る
か
/

「
首
都
圏
の
戦
闘
的
職
場
の
解
体
」

の
た
め
の
革
マ
ル
分
子
送
り
込
み

千
葉
局

K
は
、
百

i
百
五
十
名
が
送
り
こ
ま

れ
、
そ
の
ほ
ほ
全
部
が
運
転
関
係

l
動
労
革
マ

ル
と
言
わ
れ
て
い
る
o

し
か
も
配
属
は
千
葉
転
・
津
田
沼
と
ま
で
言

わ
れ
て
い
る
o
ま
さ
に
、
敵
の
狙
い
は
明
ら
か

で
あ
る
o
動
労
千
葉
の
拠
点
で
あ
る
、
津
田
沼

・
千
葉
転
の
破
壊
H
動
労
千
葉
の
戦
闘
力
を
叩

き
つ
ぶ
す
所
に
あ
る
o
す
で
に
、
津
田
沼
電
車

区
で
は
、
受
け
入
れ
を
前
提

K
、
待
機
場
所
の

確
保
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
な
・
夕
、
一
方
で
、

玉
っ
き
的

K
過
員
と
さ
れ
る
、
動
労
千
葉
・
国

労
組
合
員
の
対
策
と
し
て
又
ぞ
ろ
要
員
セ
ン
タ

ー
の
拡
大
等
が
画
策
さ
れ
る
な
ど
、
攻
撃
は
具

体
的
レ
ベ
ル
へ
と
進
ん
で
い
る
o

選
別
と
労
働
運
動
解
体
を
も
っ
て
「
分
割
・

民
営
化
」
の
既
成
事
実
を
つ
く
り
上
げ
よ
う
と

す
る
攻
撃
を
許
ナ
念
/
こ
の
先
兵
、
動
労
革
マ

ル
を
断
じ
て
許
す
念
/

全組合員・家族の強固な団結で組織破壊攻撃を粉砕せよ.ノ

当
局
の
手
先
H
首
切
り
執
行
人
H

広
域
配
転
者
を
断
じ
て
許
さ
な
い
/

動
労
革
マ
ル
は
、
白
か
ら
が
生
き
残
る
た
め

K
、
奴
隷
の
道
を
選
択
し
た
o
だ
が
、
広
域
配

転
|
「
分
割
・
民
営
化
」

K
労
働
者
の
未
来
な

ど
な
い
。

他
の
労
働
者
を
受
り
渡
し
、
永
年
の
生
活
を

棄
て
て
得
る
代
償
は
、
「
赤
字
必
至
」
の
新
会

社
で
あ
ら
ゆ
る
権
利
を
剥
奪
さ
れ
、
合
理
化
強

行
と
事
故
k
h
u
び
え
念
が
ら
働
く
し
か
念
い
の

だ
o当

局
は
す
で
に
、
「
ス
ト
権
を
与
え
て
も
ス

ト
を
や
れ
な
い
労
働
組
合

K
す
る
」
と
豪
語
し

て
い
る
0

・
ま
さ
に
、
動
労
革
マ
ル
・
松
崎
は
、

白
か
ら
の
組
合
員
も
含
め
、
全
国
鉄
労
働
者
を

奴
隷
の
道
へ
と
引
き
づ
タ
と
も
う
と
し
て
い
る
o

と
れ
が
許
せ
る
か
/
広
域
配
転
阻
止
・
関
連

法
案
阻
止
へ
向
け
、
怒
・
9
を
こ
め
全
力
で
聞
な

内
J

。
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